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令和7年度第２回自動車アセスメント評価検討会

事故自動緊急通報装置の後席対応型の定義案と評価配点案
（2024年度 自動車アセスメント評価導入に向けた調査研究を踏まえて）
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1.目的

自動車アセスメントロードマップ2025（令和7年3月国土交通省）においては，2026年

における事故自動緊急通報装置の「次世代（後席対応）」の評価導入が掲げられている。

この導入に向け，後席乗員の死者数等について、交通事故統計等のデータベースから集計

を行うとともに、事故自動緊急通報装置のうち、後席乗員の情報を送信するものに対する

配点の検討を行った。

2030年度～2029年度2028年度2027年度2026年度2025年度2024年度

事故自動緊急
通報装置

予備試験試験・評価方法検討後席対応
次世代

検証交通弱者対応

自動車アセスメントロードマップ2025（令和7年3月国土交通省）
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2.1現行の評価配点の概要（振り返り）

【単位搬送時間あたりの低減死者数】
4分の時間短縮 →約37人の救命効果
17分の時間短縮→約156人の救命効果

日本外傷データバンクを活用した事故自動通報システムの死者数削減効果予測(2014)

【2009年度アセスメント対象車種の死亡乗員を対象】
事故自動緊急通報装置 基本型 4分の時間短縮 →19 人の救命効果
事故自動緊急通報装置 先進型 17分の時間短縮 →79 人の救命効果

予防安全性能評価及び衝突安全性能評価の統合に係る調査研究(2018）

アセスメント対象車種の全死亡乗員(30日死亡)に換算

事故自動緊急通報装置 基本型：2点
事故自動緊急通報装置 先進型：8点

救命効果 社会損失額 JNCAP
(衝突安全性能評価の得点を100点とした場合)

事故自動緊急通報装置 基本型 19人 4,645 百万円 2点
事故自動緊急通報装置 先進型 79人 19,317 百万円 8点

日本外傷データバンクの「搬送時間と死亡率の関係」から算出した死者数削減効果を
もとに，JNCAP対象車種※の死亡者乗員（2009年の30 日以内死者数）に換算し
て評価配点を試算した． ※ 専ら乗用の用に供する乗車定員１０人未満の自動車及び貨物の運送の用に供する車両総重量２．８ｔ以下の自動車
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2.2 「後席対応」の配点算出に係る考え方（１）

対象車の死亡乗員（全員）を対象に事故自動通報装置の死亡低減効果を基に得点化

事故自動緊急通報装置のうち、後席乗員の情報を送信するもの（以下「後席対応型」と

いう。）については、次世代型を前提としており、傷害予測のための情報を送信する機

能を有することが当然求められることから、現行の定義上は「基本型」には当たらず、

「先進型」の一部である。

このため、「基本型」については、今回論じない。

表．現行の事故自動緊急通報装置の区分、定義及び配点

配点定義区分

2点保安基準に適合する通報装置のうち、「先進型」
以外の通報装置基本型

8点保安基準に適合する通報装置のうち、当該車両
の乗員の傷害予測のための情報を送信する装置先進型
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2.3 「後席対応」の配点算出に係る考え方（２）

後席対応型が市場投入され、後席乗員に係る情報が送信されたとしても、日本外傷デ

ータバンクを活用した死者数削減効果のデータ上は、救命できる当事者数は現状と変

わらない（基本型19名、先進型79名）ため、満点は、現在のもの（先進型：8.0点）

からの変更はない。

このため、「後席対応型」の評価がなされたとしても、最大8.0点の中で、後席対応

の有無を考慮して、配点することとなる。

上記の考え方に従って後席対応の有無を考慮した配点案を検討するため、次のスライ

ド以降で、(公財)交通事故総合分センターの交通事故統計データベース（以下「マク

ロ事故データ」）を用いた、自動車乗車中の30日以内死者数の集計結果を基に、前席

及び後席の死傷者の割合を分析した。
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3.1 分析結果 30日以内死者数と乗車位置の関係

前席（運転者および前席同乗）の死者数は年々減少傾向にあり，2023年
の死者数は2009年の約半数にまで減少した．一方，後席は減少傾向である
ものの，2023年の死者数は2022年をわずかに上回った．
乗車位置別では，前席の死者数は後席よりも多い．

図．調査年別30日以内死者数と乗車位置の関係

令和６年度ナスバ調査研究
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3.2 分析結果 自動車乗員の30日以内死者の構成比率

マクロ事故データ分析結果(前ページ)に基づいて，自動車乗員の30日以内死
者に関する乗車位置の構成比率を算出した．

その結果，後席に対し前席が高い比率を占めることとなった。

表．各年における自動車乗員の30日以内死者に関する乗車位置の構成比率

2023202220192009乗車位置

88.1%90.1%86.6%88.1%前席

11.9%9.9%13.4%11.9%後席

100.0％100.0％100.0％100.0％合計
令和６年度ナスバ調査研究
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4 先進型に対する配点の試算

表．事故自動緊急通報装置（先進型）の評価点と試算結果＊

前席（後席非対応型）、後席（後席対応型）の配点の試算
乗車位置

2023年2022年2019年2009年

7.0 7.26.97.0前席

1.00.81.11.0後席

＊小数第二位で四捨五入

2009年のマクロ事故データ分析の結果（3.2 分析結果を参照）、前席での死者数と後席での死者数は、
おおよそ７：１だった。この比率に基づき、先進型に配点されている満点（8.0点）を割り振ったところ、前席
と後席の配点は、前席7.0点、後席1.0点と算出された。

ここで、「前席7.0点」とは、先進型かつ後席非対応型に与えられる得点を意味するとともに、「後席1.0点」と
は、先進型かつ後席対応型であれば更に1.0点が加わり、合計8.0点が与えられることを意味する。

なお、他3か年（2019年，2022年，2023年）も，前席と後席の割合は大きく違わなかった．

令和６年度ナスバ調査研究
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５．検討事項 先進型「後席対応」の定義案及び配点案
後席非対応型（先進型Ⅰ）と後席対応型（先進型Ⅱ）が区分できるよう、事故自動緊急通報装置の区分の定義案を作成した。
また、「4. 先進型に対する配点の試算」に基づき、先進型Ⅰと先進型Ⅱの配点案を作成した。

保安基準に適合する通報装置のうち、「先進型」以外の
通報装置基本型

保安基準に適合する通報装置のうち、当該車両の乗員※

の傷害予測のための情報を送信する装置先進型

○現行定義＋現行配点

○新たな定義案＋新たな配点案

保安基準に適合する通報装置のうち、「先進型Ⅰ」及び「先
進型Ⅱ」以外のもの基本型

保安基準に適合する通報装置のうち、当該車両の前席乗
員傷害予測のための情報を送信するもの（「先進型Ⅱ」を
除く。）

先進型Ⅰ

保安基準に適合する通報装置のうち、当該車両の以下の
情報を送信するもの
・前席乗員傷害予測のための情報
・後席にシートベルトを装着している乗員がいる場合、「後
席乗員有り」という情報

先進型Ⅱ

※前席のみを想定

現行定義
現行配点についての整理

新たな定義案

2.0点8.0点

前席乗員傷害予測の情報を通
報する装置（先進型）を備えた

車種

先進型以外の通報装置を備
えた車種

事故自動緊急通報装置を備えていない車種 0.0点

新たな配点案についての整理

前席乗員傷害予測の情報を通報
する装置（先進型Ⅱを除く。即ち

先進型Ⅰ）を備えた車種
先進型Ⅰ及び先進型Ⅱ以外の

通報装置を備えた車種

事故自動緊急通報装置を備えていない車種 0.0点

後席乗員有の情報を通報
する装置（先進型Ⅱ）を

備えた車種

＋1.0点
（計8.0点）

2.0点

7.0点
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参考 予防安全性能評価及び衝突安全性能評価の統合に係る調査研究(2018）より抜粋

事故自動緊急通報装置の死者数削減効果予測
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参考 2023年度のヒアリング調査研究結果（ナスバ調査研究から抜粋）

その結果，後席乗員を既に自動通報の対象としているメーカ
は2社あった（ヒアリング結果①参照）。

また、下の問に対しては、運転席及び助手席を除いては、後
席乗員にチェックをつけたメーカは7社であった（ヒアリング結果
③参照）。

次世代事故自動緊急通報装置（現在の基本型・先進型よりも技術的に進んだもの）の開
発動向等を調査し，交通弱者等への対応について情報を整理することを目的として，国内の
自動車メーカ7社ヒアリングを実施した．
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参考 第1回自動車アセスメント検討会 資料2（2024）より抜粋

後席乗員評価として，ベルト情報を活用し
た後席対応が検討された
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